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＝
中
国
横
断
自
動
車
道
米
子
・
岡
山
線
＝

日
本
一
の
規
模
を
誇
る

俣
野
川
橋
（
P
C
逆
ラ
ン
ガ
ー
ア
主
橋
）

▲インタビューにこたえる米子工事事務所
都田所長

′

　

㍉

・

L

牒
ヰ

－
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
お
時
間
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速

で
す
が
、
現
在
の
工
事
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

私
ど
も
の
米
子
工
事
事
務
所
管
内

（
江
府
イ
ン
タ
ー
～
川
上
村
・
湯
原

町
境
の
鳥
居
ト
ン
ネ
ル
）
　
で
は
七
月

末
で
、
八
四
・
四
％
の
進
ち
ょ
く
率

で
す
。
構
造
物
（
橋
等
）
の
工
事
は
ほ

ぼ
終
り
、
交
通
標
識
の
設
置
・
電
気

等
の
そ
の
他
工
事
を
こ
れ
か
ら
取
り

か
か
り
ま
す
。

噂

－
順
調
に
進
ん
で
い
る
わ
け
で
す
ね
。

さ
て
、
江
府
町
地
内
の
高
速
道
路
の

状
況
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

江
府
町
地
内
を
横
切
る
高
速
道
路

全
長
は
九
・
六
キ
ロ
で
、
ト
ン
ネ
ル

の
数
は
四
本
（
全
長
三
二
七
五
㍍
）
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中国横断自動車

ヤ

早
寝

ぶ

と
橋
の
数
は
八
本
（
全
長
二
六
九
三

㍍
）
　
で
四
車
線
の
道
路
は
船
谷
川
橋

を
渡
っ
て
か
ら
三
平
山
ト
ン
ネ
ル
手

前
の
下
蚊
屋
橋
ま
で
と
を
っ
て
お
り
、

あ
と
は
片
側
一
車
線
で
す
。

江
府
イ
ン
タ
ー
の
標
高
が
二
二
三

㍍
、
三
平
山
ト
ン
ネ
ル
の
標
高
が
五

八
四
㍍
と
三
六
一
㍍
の
差
が
あ
り
、

途
中
五
％
勾
配
が
あ
り
ま
す
。

P
C
逆
ラ
ン
ガ
ー
ア
ー
チ
橋

と
は
ど
ん
な
橋
？

－
と
こ
ろ
で
、
先
ご
ろ
、
俣
野
川
橋
の

閉
合
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
日
本

一
の
橋
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
点
が
日
本
一
な
の
で
す

か
つ
・ま
ず
、
俣
野
川
橋
が
か
か
っ
て
い

る
橋
下
八
〇
㍍
は
景
勝
地
『
釜
こ
し

き
』
が
あ
り
、
V
渓
谷
と
い
う
地
形

で
す
。景
観
を
損
ね
ず
、
自
然
と
調
和
の

と
れ
た
橋
の
建
設
を
考
え
、
P
C
逆

ラ
ン
ガ
ー
ア
ー
チ
橋
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。この
俣
野
川
橋
は
延
長
一
六
四
・

五
㍍
、
総
幅
員
二
〇
・
四
㍍
の
規
模

を
誇
り
ま
す
。

P
C
と
は
、
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
略
で
す
。
通
常
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
、
延
ば
す
力
に
弱
い

の
で
あ
ら
か
じ
め
ピ
ア
ノ
線
で
縮
め

る
力
を
与
え
た
も
の
で
す
。
そ
の
P

C
を
使
っ
て
橋
桁
を
つ
く
り
ま
す
。

そ
し
て
、
橋
の
下
側
に
円
弧
型
の
構

造
物
（
ア
ー
チ
と
い
う
）
を
つ
く
り
、

橋
桁
を
支
え
る
の
で
す
。

簡
単
に
施
工
方
法
を
上
の
図
で
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
施
工
方
法
は
ト
ラ
ス
張
出
し

工
法
と
い
い
ま
す
。
こ
の
施
工
方
法

を
用
い
た
橋
で
は
ア
ー
チ
の
長
さ
、

橋
の
幅
が
日
本
一
と
在
り
ま
す
。

橋
の
基
礎
を
設
け
る
た
め
に
岩
盤

の
掘
削
を
行
い
ま
し
た
が
、
渓
谷
に

岩
が
落
ち
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意

を
払
い
ま
し
た
。

難
工
事
だ
っ
た

三
平
山ト
ン
ネ
ル

1
一
番
の
難
工
事
は
ど
こ
で
し
た
か

つ
・
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
三
平
山

ト
ン
ネ
ル
で
す
ね
。
こ
こ
は
、
土
質

だ
い
せ
ん
か
ぎ
人
さ
い
せ
つ

が
大
山
火
山
砕
屑
岩
類
で
ま
る
で
粘

土
を
こ
ね
た
よ
う
に
大
変
軟
ら
か
い

も
の
で
し
た
の
で
当
初
の
掘
り
方
を

変
更
し
、
側
壁
導
坑
先
進
工
法
と
い

う
方
法
を
行
い
ま
し
た
。
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サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
は
蒜
山
に

－
江
府
イ
ン
タ
ー
か
ら
一
番
近
い
サ

ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
は
ど
こ
で
す
か
？

江
府
イ
ン
タ
ー
の
次
あ
る
蒜
山
イ

ン
タ
ー
の
約
八
〇
〇
日
先
に
蒜
山
高

原
サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
が
で
き
ま
す
。

米
子
～
落
合
間
で
は
こ
こ
一
か
所
で

す
。
普
通
、
サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
は

五
〇
キ
ロ
ご
と
に
一
か
所
設
置
い
た

し
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
グ
・
エ
リ
ア
は
久
世
町

に
あ
る
上
野
パ
ー
キ
ン
グ
・
エ
リ
ア

が
あ
り
ま
す
。

走
行
に
リ
ズ
ム
や
ア
ク
セ
ン
ト

を
つ
け
る
こ
と
も
大
切
で
す

－
米
子
～
江
府
間
に
も
、
ト
ン
ネ
ル

の
入
口
に
は
、
魚
や
ス
キ
ー
な
ど
の

絵
が
あ
り
、
色
々
と
気
配
り
が
あ
る

よ
う
で
す
が
、
そ
の
点
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

高
速
道
路
は
う
る
お
い
を
も
た
せ

る
こ
と
や
走
行
に
リ
ズ
ム
を
つ
け
る

こ
と
、
そ
れ
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け

る
な
ど
が
と
て
も
大
切
に
怒
っ
て
い

ま
す
。
江
府
～
落
合
間
も
色
々
と
工

夫
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

米
子
～
江
府
間
で
も
、
国
道
一
八

一
号
か
ら
高
速
道
路
が
見
え
る
所
を

ど
茶
色
や
緑
色
の
線
を
引
い
て
、
視

環
境
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
ま

す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け
と
自
然
と

の
調
和
と
い
う
か
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
冷

た
い
感
じ
が
し
ま
す
の
で
。

▲完成真近な船谷川橋から岡山方面にのぴる横断道

日
本
で
は
じ
め
て

蓄
熱
融
雪
シ
ス
テ
ム
導
入

蒜
山
高
原
サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
に

－
は
か
に
何
か
特
徴
的
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
江
府
町
地
内
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
蒜
山
高
原
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
日
本
で
は
じ
め
て
蓄
熱
融
雪

シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
ま
す
。
こ
れ

¢

は
、
夏
場
に
太
陽
熱
と
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
冷
房
廃
熱
を
た
め
て
、
冬
場

に
雪
を
と
か
す
た
め
に
使
う
の
で
す
。

実
験
的
に
秋
田
自
動
車
道
で
行
っ

て
い
た
も
の
を
実
用
化
し
た
も
の
で
、

非
常
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
の

駐
車
場
の
一
五
〇
ポ
の
融
雪
面
積
を

行
う
も
の
で
す
。

－
単
純
な
質
問
で
す
が
、
一
般
の
国

道
と
高
速
道
路
の
構
造
等
は
ど
こ
が

違
う
の
で
す
か
？

道
路
を
つ
く
る
場
合
、
道
路
構
造

令
と
い
う
法
律
に
も
と
ず
い
て
、
施

行
さ
れ
ま
す
。

構
造
的
に
、
高
速
道
路
は
線
形
や

そ
の
構
造
が
高
規
格
で
す
。

他
の
違
い
と
言
え
ば
、
一
般
の
国

道
な
ど
は
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
一
般

財
源
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、

嘔

高
速
道
路
は
料
金
収
入
と
借
入
金
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
す
。

－
色
々
と
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後

〓
亭
お
願
い
い
た
し
た
い
で
す
が
？

こ
れ
か
ら
、
高
速
道
路
を
利
用
さ

れ
て
、
色
々
を
所
に
行
か
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
心
か
ら
願
う
こ
と
は
交

通
安
全
で
す
。
私
た
ち
も
道
路
管
理

等
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま

す
が
、
気
象
条
件
な
ど
道
路
標
識
を

十
分
に
把
握
し
て
い
た
だ
い
て
、
走

行
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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保
健
婦
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

暑
い
夏
こ
そ
生
ビ
ー
ル
が
お
い
し
い
季
節
は
あ
り
ま
せ
ん
。
の
ど
ご
し
の
冷
た
い

一
杯
の
ビ
ー
ル
ほ
ど
、
こ
た
え
ら
れ
な
い
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

杯
で
や
め
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
つ
い
つ
い
深
酒
に
な
っ
て
し
ま
う
時
節
が
ら
。

そ
こ
で
、
保
健
婦
さ
ん
か
ら
お
酒
を
飲
む
時
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

Ⅶ
適
量
を
守
る
。
（
明
通
細
長
㌔
附
託
撃
ン
奉
ウ
イ
ス
）

圏
空
腹
で
飲
ま
な
い
。
宮
に
是
を
か
け
、
悪
酔
い
の
原
因
）

国
飲
む
な
ら
食
べ
ろ
。
食
べ
な
い
な
ら
飲
む
な
。

（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
さ
か
な
を
）

画
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
。
（
イ
ッ
キ
飲
み
は
禁
物
）

凰
ハ
シ
ゴ
酒
、
チ
ャ
ン
ボ
ン
飲
み
は
さ
け
る
こ
と
。

圃
週
に
二
日
は
休
肝
日
。
年
に
丁
二
回
は
休
肝
週
間
。

同
濃
い
お
酒
は
薄
め
て
飲
む
プ
ル
コ
↓
依
存
症
に
な
り
や
す
い
）

圃
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
の
タ
バ
コ
は
禁
物
。

凰
深
夜
ま
で
飲
ま
な
い
。
三
日
酔
い
の
も
と
）

閻
薬
を
い
っ
し
ょ
に
飲
ま
な
い
。

阻
ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ
（
夜
警
時
に
飲
む
酒
の
。
と
）

に
も
気
を
つ
け
て
。
（
寝
酒
は
適
量
に
）

閻
お
酒
の
あ
と
の
〝
ラ
ー
メ
ン
一
杯
″
は
禁
物
。
（
肥
満
の
も
と
）

伊日
野
川
（
佐
川
地
区
）
が

”
じ
げ
の
川
〃
に
指
定

▲じげの川の指定をうけた日野川（佐川地区）

七
月
十
三
日
、
鳥
取
県
庁
に
お
い

て
、
日
野
川
（
佐
川
地
区
）
が
　
「
じ

げ
の
川
」
　
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
野
川
の
良
好
を
水
辺

と
し
て
、
選
ば
れ
た
も
の
で
、
日
野

川
で
は
、
こ
の
佐
川
地
区
（
延
長
九

〇
〇
㍍
）
　
の
み
で
す
。

今
後
、
じ
げ
の
川
の
モ
デ
ル
河
川

と
し
て
、
河
川
岸
に
公
園
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
施
設
の
計
画
が
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

帽掛

参
議
院
通
常
選
挙
終
わ
る

七
月
二
十
六
日
、
参
議
院
通
常
選

挙
の
投
票
が
町
内
二
十
一
か
所
の
投

票
所
で
行
を
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
七
時
か
ら
始
ま
っ
た
投
票
は

午
後
六
時
で
し
め
き
ら
れ
、
午
後
六

時
四
十
分
か
ら
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
即
日
開
票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数
三
、
六
三
三
人
の

う
ち
三
、
一
四
二
人
が
投
票
。
最
終

投
票
率
は
八
六
・
四
八
％
と
前
回
（
平

成
元
年
七
月
二
十
三
日
）
　
の
八
八
・

三
九
％
を
一
・
九
一
％
と
下
回
る
結

某
と
在
り
ま
し
た
が
、
県
下
で
は
、

最
高
の
投
票
率
で
し
た
。

▲開票所の模様
（山村開発センター）
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夏
は
や
っ
ぱ
り

500年の伝続行事

8月け日鯛）
前夜祭8月16日（日）

▲船谷川の灯ろうイルミネーション

－、．

▲こだいぢ踊り盛大に（上之段広場）

夏
の
夜
に
ふ
る
さ
と
の
昔

鳴
り
渡
た
る

今
年
も
八
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両
日
、
江
尾

十
七
夜
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

伝
統
あ
る
こ
だ
い
ぢ
踊
り
を
は
じ
め
、
本
年
は

前
夜
祭
に
映
画
の
夕
べ
（
江
尾
駅
前
ス
テ
ー
ジ
）
、

十
七
日
に
は
、
ち
び
っ
こ
神
楽
な
ど
が
行
な
わ
れ

ま
す
の
で
、
夏
の
一
夜
を
ご
家
族
ご
い
っ
し
ょ
に

十
七
夜
で
お
過
し
下
さ
い
。

ヽ
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ご利用下さい臨時バス
8月17日は次のとおり臨時バスが運行いたします

ので、ご利用下さい。

をお、交通規制の関係上、子供の国保育園駐車場

を発着場にいたしますので、路線ごとに次のバス停

で停りますので、ご承知下さい。

次の始発時間は、子供の国保育園発の時間です。

■御机行　午後10時30分
停車場所（米沢入口・農協倉庫前・役場入口）

『俣野行　午後10時30分
停車場所（国道181号線江尾バス停・上町バス停）

『大河原行　午後10時30分
停車場所（小江尾入口）

能谷川マス釣り大毒
1bロ・17日手綱9鴨から、自由に
マス釣りをお楽しみ下さい。

（今年は特に制限ありません）

十　　 七　　 夜 前　　 夜　　 祭 月

8 月17日（印 8 月16 日（目） 日

こ ち 花 火 納 仁 伯 江 少 建 山 旗

り 楽 火 … 葺 ≡ 季 霊 室 董 卓 火

だ び　 涼
い つ
ぢ こ
踊 神　 オ

山 映 裏 伯 江 旗

車 紺 乱

　し
行

事
太 太
鼓 鼓

午　 午　 午　 午　 午　 午　 午　 午　 午　 午　 終　 正 午 差 違 差 違 苧

後 午最 長 晶 姦
慧軍 軍 ～ ～ 嘉

時

間

後　 後　 後　 後　 後　 後　 後　 後　 後　 後　　　 午
8　 8　 8　 8　 7　 7　 7　 6　 2　 2　　　 1
時　 時　 時　 時　 時　 時　 時　 時　 時　 時　　　 午
30 1 30　30　30　30 1 1 1 i　 日　後
分　　　 分　 分　 分　 分　　　　　　　 午　　　 6
i　　 i l l i　　　　　　 後　　　 時

10　　　 30 30　　　　　　　　　 分
時　　　 分 分

壷壷琴喜襲：萎掌緋 琴
曇重要連駅

　尾　前

ラ テ テを特ルホン

町江町江町運緋 筆書警 A7冨
場

等‡ 主　 圭デ蓋主　 義 l が t がドジすジす基　　地
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行きましょう 江府電r海外研修

布なたもチロル（オーストリア）へ
江府町では、今年、10月にドイツロマンチック街道とオーストリア・チ

ロル地方の国外研修を計画し、町民の皆さんからの参加を募集します。

1、日　程平成4年10月4日（日）～10月15日㈱12日間

2、経　費参加者負担約250，000円

3、募集人員4名

4、応募資格　満20才以上の方で、江府町に在住し、男女は問いません。

5、応募方法　申し込み方法は、江府町役場企画開発課に申し込み用紙

がありますので、こ記入

の上提出下さい。

6、応募締切平成4年8月25日㈹
※参加者が、定員をこえた場合は町で決定します。

なお、研修修了後、レポートの提出をお願いい

たします。

詳しくは企画開発課へお問い合せ下さい。
ノーノーメーJ－ノーノーJ一人－J一一ノーメ一人－Jヽ一人－■一・八一ノ・一人－ノー▲ノー人－ノー・ノ一・一一人－′－ノ一・人－ノ一・八一ノ■む■LJ一・人■ノーノー．人一人＿ノー．ノ、＿ノヽ＿ノ、＿人＿ノーノヽ＿ノー人＿人＿′＿

川
　
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
老

㈲
　
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

再
　
禁
固
二
年
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、

又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
を
る
ま
で
の
者

3
、
第
一
次
試
験

①
日
時
平
成
四
年
九
月
二
十
日
（
日
）

②
場
所
　
米
子
市

噂 ‥ た
だ
し
、
次
の
事
項
に
該
当

す
る
方
は
、
試
験
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

町
村
職
員
採
用
資
格
試
験
が
次
の
と

お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

1
、
職
種
一
般
事
務
及
び
保
母

2
、
受
験
資
格

一
般
事
務
の
場
合

江
府
町
の
在
住
者
（
出
身
者

を
含
む
）
　
で
昭
和
四
十
一
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

保
母
の
場
合

江
府
町
の
在
住
者
（
出
身
者

を
含
む
）
　
で
昭
和
四
十
一
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
八
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で

保
母
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る

方
か
、
平
成
五
年
三
月
ま
で
に

取
得
す
る
見
込
み
の
あ
る
方
。

詳
し
い
時
間
帯
は
、
受
験
票

を
交
付
す
る
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

4
、
試
験
に
つ
い
て

①
教
養
試
験

公
務
員
と
し
て
必
要
を
一
般
知

能
及
び
教
養
に
つ
い
て
択
一
式

に
よ
り
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

筆
記
試
験

②
作
文
試
験

課
題
に
対
す
る
理
解
力
、
文
責

に
よ
る
表
現
力
な
ど
に
つ
い
て

の
筆
記
試
験

5
、
第
一
次
試
験
合
格
者
の
発
表

平
成
四
年
十
月
下
旬
に
合
格
者

に
発
表
し
、
各
町
村
役
場
に
も

通
知
し
ま
す
。

な
お
、
第
二
次
試
験
は
第
一
次
試

験
の
合
格
者
の
方
の
み
行
い
ま
す
。

6
、
受
験
手
続

申
込
用
紙
は
平
成
四
年
八
月
五

日
か
ら
、
役
場
総
務
課
及
び
鳥
取

県
西
部
町
村
会
事
務
局
で
受
け
取

り
、
九
月
三
日
　
（
木
）
　
ま
で
に
西

部
町
村
会
事
務
局
に
提
出
願
い
ま

す
。
同
日
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う

郵
送
さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

－
、
提
出
先

西
部
町
村
会
事
務
局
　
米
子
市
椛

町
一
丁
目
（
℡
〇
八
真
土
ニ
ー
二
〇
四
九
）

辛
鹿
骨
昔
意
衷
恩
町
井
嘗
最
‥
骨
資
恩
乱
撃
－

こ
の
た
び
、
平
成
四
年
度
鳥
取
県
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人の動き
ノク′

ノンr　　　　ノ

l■－

7月届け

大
垣
　
裕
二

多
賀
え
り
子

宇
田
川
光
博

松
尾
　
理
恵

◎

日
野
町

江
尾
か
ら

武
庫
米
子
市
か
ら

七
月
分

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

柿
　
原
　
　
奥
田
　
美
里

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

新
一
三
谷
繁
雄
9
1
歳

賛
明
宅

佐
川
木
谷
と
み
子
8

0
歳

安
夫
宅

功
司
二
女
本
二
田
中
正
明
7

9
歳

本
　
五
　
川
上
　
鶴
弥新
一
三
男
　
　
久
　
連
　
　
遠
藤

本

一

　

森

　

靴

光

繁
詮
宅
慧
　
　
5
7
歳

勉
　
宅

幸
広
　
長
男

池
の
内
　
　
加
藤
　
俊
二
誉
正
　
二
男

∇
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

大
河
原
　
　
桑
原
　
槌
男
　
　
9
3
歳

茂
　
宅

海
崎
　
礼
二

宇
田
川
知
佐
江

田
中
　
升
人

小
峯
江
利
子

福
岡
県
行
橋
市

武
庫
か
ら

江
尾
東
京
都
か
ら

米
子
市

杉
谷
か
ら

島
根
県
大
原
郡
か
ら

小
江
尾

ま　ものう　ごき
（平成4年？月末）

前月比

世帯数1，203（±0）
人　口4，564人（－3）
（男）2，200人（－4）
（女）2，364人（＋1）

彊

m
ひ
と
こ
と
・
ふ
た
こ
と
〕

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
ん
ば
れ
／
日
本
選
手

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
真
っ
盛
り
。
四

年
に
一
度
の
世
界
の
祭
典
も
段
々
と

様
変
わ
り
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。近
代
的
な
施
設
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
特
に
私
が
思
う
の
は
、
日
本
選

手
の
明
る
い
表
情
で
し
ょ
う
か
。

か
つ
て
は
国
の
期
待
を
一
身
に
担

っ
て
、
競
技
に
挑
む
選
手
の
表
情
は

あ
ま
り
に
険
し
く
、
痛
々
し
く
さ
え

思
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ
画
面
を
見
る

に
つ
け
、
選
手
た
ち
の
表
情
が
以
前

よ
り
は
と
て
も
明
る
く
感
じ
る
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
と
は
思
う

の
で
す
が
・
・
・
。

科
学
的
な
練
習
を
は
じ
め
、
栄
養

面
等
、
選
手
個
々
の
特
性
を
明
確
に

把
捉
し
て
い
る
コ
ー
チ
と
裏
方
ス
タ

ッ
フ
の
自
信
が
選
手
た
ち
に
自
信
と

勇
気
を
与
え
て
い
る
の
か
と
推
測
し

て
し
ま
い
ま
す
。

結
果
は
と
も
あ
れ
、
選
手
た
ち
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

▼
テ
レ
ビ
で
水
泳
の
か
つ
て
の
金
メ

ダ
リ
ス
ト
鈴
木
大
地
さ
ん
が
千
葉
す

ず
選
手
の
弱
点
に
つ
い
て
語
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
折
り
返
し
の
タ

ー
ン
に
〇
・
数
秒
の
ロ
ス
時
間
が
か

か
る
と
い
う
。
そ
の
原
因
が
タ
ー
ン

の
時
、
身
体
が
曲
が
る
か
ら
だ
と
。

子
供
の
頃
、
プ
ー
ル
で
は
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
泳
ぐ
た
め
に
、
タ
ー

ン
の
時
な
ど
人
に
当
た
ら
を
い
よ
う

に
、
自
然
に
避
け
て
し
ま
う
癖
が
つ

い
て
し
ま
い
、
彼
女
も
身
体
が
曲
が

っ
て
タ
ー
ン
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で

す
。
▼
体
力
も
技
術
も
ほ
か
の
国
の
選
手

と
そ
ん
な
に
変
わ
ら
な
く
在
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
が
、
選
手
を
育
て
る

施
設
面
で
は
ま
だ
ま
だ
、
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
面
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。

選
手
た
ち
の
活
躍
が
ど
れ
ほ
ど
私

た
ち
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
か
、

計
り
知
れ
を
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

特
に
子
供
た
ち
に
は
。
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
の
才
能
を
伸
ば
す
こ
と
を

最
優
先
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
（善）

㊨
⑭
園
⑱

▼
中
国
横
断
道
自
動
車
道
の
取
材
の

た
め
に
米
子
工
事
事
務
所
長
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

工
事
に
つ
い
て
の
専
門
用
語
と
カ

タ
カ
ナ
語
の
多
い
こ
と
に
び
っ
く
り
。

ま
ず
は
、
自
分
が
理
解
し
な
け
れ
ば

と
頂
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
何
度
も

読
み
返
え
し
て
み
た
も
の
の
、
一
朝

一
夕
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い

と
改
め
て
実
感
。
そ
の
夜
は
知
恵
熱

の
出
る
あ
り
さ
ま
。
は
た
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
ど
こ
ま
で
ご
理
解
を

頂
い
た
か
不
安
で
す
。

▼
裏
表
紙
に
掲
載
し
た
甘
酒
茶
屋
に

あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
三
色

の
噴
水
。
午
後
七
時
ご
ろ
か
ら
八
時

に
か
け
て
の
一
時
間
。
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
を
待
つ
。
そ
の
間
、
ぶ
と

の
大
群
に
身
体
中
を
総
攻
撃
。

美
し
い
光
景
と
は
裏
腹
に
、
自
然

の
猛
威
も
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
上
、
写
真
の
こ
と
ば
か
り
考

え
て
い
た
の
か
、
大
事
な
鞄
を
池
の

側
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
と
う
と
う
若

年
痴
呆
症
に
か
か
っ
た
か
と
私
の
と

っ
て
の
夏
の
一
夜
は
悲
惨
の
ひ
と
こ

と
に
つ
き
ま
し
た
。
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大
山
の
ふ
も
と
に
静
か
に

み
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

に
輝
く
噴
水
が
、
幻
想
的

囲
気
を
か
も
し
出
し
、
訪
ず
れ
た

の
心
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。

問
の
暑
さ
も
ど
こ
へ
や
ら
、

求
め
て
奥
大
山
の
一
夜
を
過
す
の
も
、

思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
国
民
宿
舎
甘
酒
茶
屋
ハ
ー
モ
ニ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
三
色
の
噴
水
）

●
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